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長崎県議会議員

討議資料
Social

Democratic
Party

建
設
長
崎
で
は
、
昨
年
度
拡

大
目
標
の
四
〇
〇
名
に
対
し
て

四
二
三
名
の
加
入
が
あ
り
、
組

織
拡
大
目
標
を
達
成
。
ま
た
退

会
者
は
三
八
八
名
と
な
り
ま
し

た
が
、
組
織
純
増
三
十
五
名
も

達
成
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
平
成
二
十
七
年
度
か

ら
二
十
九
年
度
ま
で
の
三
年
間

で
連
続
し
て
の
目
標
達
成
。
組

織
数
に
つ
い
て
も
同
じ
く
三
年

連
続
で
純
増
と
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

こ
の
勢
い
を
落
と
す
こ
と
な

く
、
平
成
三
十
年
度
も
組
織
拡

大
目
標
の
達
成
、
組
織
純
増
に

向
け
て
各
支
部
と
も
役
員
を
先

頭
に
組
織
拡
大
運
動
に
取
り
組

み
ま
す
。

年
間
拡
大
目
標
四
〇
〇
名
。

う
ち
前
期
拡
大
目
標
（
六
月
〜

十
一
月
）
二
〇
〇
名
を
目
指
し

て
、
各
支
部
拡
大
行
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

九
月
末
ま
で
の
加
入
者
数
を

み
る
と
、
一
五
五
名
と
な
っ
て

お
り
、
既
に
浦
上
西
支
部
、
浦

上
東
支
部
、
大
村
支
部
の
三
支

部
は
前
期
目
標
を
達
成
。
特
に

浦
上
西
支
部
で
は
、
早
く
も
年

間
目
標
達

成
ま
で
あ

と
五
名
に

迫
り
、
拡

大
行
動
へ

の
弾
み
と

な
る
結
果

が
出
て
い

ま
す
。

そ
の
他
の
支
部
で
も
、
八
支

部
が
前
期
の
目
標
達
成
ま
で
五

名
以
下
と
な
っ
て
い
て
、
前
期

拡
大
期
間
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と

二
カ
月
で
す
が
、
目
標
達
成
に

向
け
て
大
い
に
期
待
が
持
て
る

と
こ
ろ
で
す
。

建
設
長
崎
の
強
化
・
発
展
、

組
合
員
の
仕
事
と
暮
ら
し
を
守

る
た
め
に
も
、
現
場
に
お
け
る

組
合
未
加
入
者
へ
一
声
か
け
る

運
動
の
徹
底
、
ふ
れ
あ
い
行
動

の
展
開
な
ど
、
未
加
入
者
情
報

の
集
約
を
図
り
、
組
織
拡
大
・

内
部
強
化
へ
向
け
一
人
で
も
多

く
の
仲
間
を
迎
え
入
れ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

﹇
30
年
度
の
実
績
（
30
年
9
月
末
現
在
）﹈

﹇
過
去
3
年
の
各
支
部
加
入
実
績
﹈

組
合
は
九
月
二
十
七
日
に
開
催
し
た
第
二
回
本
部
執
行
委
員
会
で
来
春
の
統
一
地
方
自
治
体
選
挙
、
長
崎
市

選
挙
区
県
議
候
補
に
坂
本
浩
氏
を
推
薦
決
定
。

ま
た
来
年
七
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
第
二
十
五
回
参
議
院
議
員
選
挙
、
長
崎
選
挙
区
候
補
に
白
川
鮎
美
氏
を

推
薦
決
定
し
ま
し
た
。

平
成
31
年
度
国
保
組
合
予
算
確
保
に
向
け
た

ハ
ガ
キ
要
請
行
動
に
ご
協
力
を
‼

平
成
三
十
一
年
度
国
保
組
合

予
算
確
保
に
向
け
た
ハ
ガ
キ
要

請
行
動
を
、
九
月
末
か
ら
約
一

ヶ
月
半
か
け
て
行
い
ま
す
。
要

請
先
は
厚
生
労
働
省
・
財
務
省

で
す
。
組
合
員
、
家
族
の
一
人

一
人
の
声
を
直
接
訴
え
る
絶
好

の
機
会
で
す
。
建
設
国
保
へ
の

補
助
金
の
現
行
水
準
の
確
保
に

向
け
て
取
り
組
み
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
後
日

支
部
を
通
じ
て
組
織
配
布
を
行

い
ま
す
の
で
、
そ
の
際
に
は
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

な
お
、
今
年
度
の
夏
の
取
り

組
み
で
は
一
万
六
千
七
百
五
十

四
枚
、
集
約
率
一
○
四
・
三
％

の
集
約
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
来
年
度
の
国
保
組
合
関

係
予
算
の
概
算
要
求
額
は
総
額

で
二
千
九
百
十
六
億
四
千
万
円

と
な
り
、
当
初
予
算
比
で
四
十

億
二
千
万
円
増
を
勝
ち
取
る
事

が
出
来
ま
し
た
。

こ
の
結
果
は
建
設
長
崎
、
そ

し
て
全
国
の
仲
間
と
共
に
取
り

組
ん
だ
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
が
大

き
な
要
因
と
な
っ
た
こ
と
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
の
社
会
保
障
の
要
で

あ
る
建
設
国
保
の
現
行
補
助
水

準
を
確
保
す
る
た
め
、
ま
た
国

保
組
合
制
度
を
守
る
為
に
も
、

私
達
建
設
労
働
者
に
は
建
設
国

保
が
欠
か
せ
な
い
存
在
だ
と
訴

え
る
事
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

皆
様
方
の
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
へ

の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

規矩術講習会のご案内
木造軸組工法を学ぶ機会が少ない若年技能者を対象に「規矩術講習
会」を開催します。

開催日時 平成30年12月9日㈰
午前9時～午後4時予定（受付：午前8時30分～）

開催場所 組合本部（長崎市城山町17－58）
対 象 者 青年層組合員（39歳以下）※対象者にはハガキ案内
定 員 10～15名
申込期限 平成30年11月30日（定員になり次第締め切り）
内 容 規矩術（基礎講座）
受 講 料 2，000円
※持参するもの さしがね（裏目つき）、筆記用具、大工道具

October
No.640
2018年10月15日

1部20円 組合員の購読料は組合費に含みます
印刷●㈱昭和堂 TEL 095‐821‐1234

発行●長崎県建設産業労働組合 〒852‐8021 長崎市城山町17番58号 TEL 095‐862‐7121 FAX 095‐862‐5281 http//www.kensetunagasaki.org/ 発行責任者●田上一郎 編集人●若杉孝雄

労働安全推進大会開催のお知らせ（県北地区）
時日 平成30年11月9日㈮
午後7時開会

所場 佐世保市労働福祉センター
※参加者全員に記念品を準備しています。

拡
大
行
動
展
開
中

〜
前
期
拡
大
目
標
達
成
に
向
け
現
場
で
の
声
掛
け
、

ふ
れ
あ
い
訪
問
行
動
の
徹
底
を
！
〜

○
浦
上
西
支
部
、浦
上
東
支
部
、大
村
支
部
目
標
達
成

2
0
1
9
年
統
一
地
方
自
治
体
選
挙
並
び
に
参
議
院
議
員
選
挙

（
第
1
次
推
薦
。
他
の
候
補
者
に
つ
い
て
は
次
回
以
降
に
推
薦
予
定
）

県
議
会
議
員
（
長
崎
選
挙
区
）

坂
本

浩
氏
（
59
歳
）

参
議
院
議
員
（
長
崎
選
挙
区
）

白
川
鮎
美
氏
（
38
歳
）

現在加入者数

115555名名
（30年9月末現在）

皆様からの
一人でも

多くの仲間の
紹介を

お願いします。

29年度
加入実績
17
9
24☆
22
36☆
13
42☆
66☆
25☆
46☆
27
32
32☆
21
8
3
423

目標
24
20
22
27
32
20
33
36
24
28
30
34
25
22
18
5
400

28年度
加入実績
19
20☆
22
24
29
18
48☆
42☆
23
44☆
28
60☆
16
21
16
2
432

目標
25
19
23
27
33
20
31
36
25
26
30
32
26
23
19
5
400

27年度
加入実績
25☆
13
10
21
23
22☆
31☆
32☆
22☆
37☆
32☆
44☆
34☆
25☆
11
2
384

目標
22
17
21
24
29
18
26
31
22
22
26
27
23
20
17
5
350

支部名

中 央
大 浦
市 南
東 長 崎
浦 上 西
浦 上 東
西 彼
諫 早
大 村
島 原
佐世保中央
佐世保東
佐世保北
北 松
平 戸
五 島
合 計

前期
目標残

2
3
4
3

達成＋9
達成
1
5

達成
1
7
11
8
1
6
2
45

9月末
加入実績
9
5
6
10
28☆
8☆
16
17
12☆
13
9
7
5
9
1
0
155

前期
目標
11
8
10
13
19
8
17
22
12
14
16
18
13
10
7
2
200

年間
目標
24
19
22
27
33
20
31
38
25
27
29
33
26
23
18
5
400

支部名

中 央
大 浦
市 南
東 長 崎
浦 上 西
浦 上 東
西 彼
諫 早
大 村
島 原
佐世保中央
佐世保東
佐世保北
北 松
平 戸
五 島
合 計

10

○
建
設
長
崎
推
薦
立
候
補
予
定
者

社民党公認 現職1期

☆印は拡大目標達成

国民民主党公認 新人

毎月1回15日発行 2018年（平成30年）10月15日発行建 設 長 崎第640号 （1974年5月30日 第3種郵便物認可）1�
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■巡回健診実施予定会場（下記会場の中からお選び下さい。）
健診会場（予定）

佐世保技能会館
時津町北部コミュニティセンター

健診時間帯
9時～12時
9時～12時

実 施 日
平成30年11月18日㈰
平成30年12月2日㈰

《お申込みのお願い》
巡回健診のお申込みは準備の都合上、
実施日の2週間前までに組合へお願いします。

巡回健診の実施について
多くの皆様に健康診断を受診していただけるよう、各地区巡回型による健康診断を開
催します。日頃からお忙しい皆様にも是非この健康診断を年に一度の健康チェックとし
てご活用いただきますようご案内いたします。

■受診対象者
受診対象者は、平成30年4月1日現在で長建国保に加入している40歳以上の方（同日
現在の加入者で平成31年3月31日までに40歳になる方を含む）で、長建国保の特定健診
受診券の交付を受けている方です。
尚、受診対象者以外の方でも自己負担2，000円で基本検査項目を受診することが出来

ます。
■受診申込方法
受診ご希望の方は、所定の「巡回健康診断申込書」にご記入の上、実施日の2週間前
までに組合窓口へお申込下さい。
お申込はFAX及び郵送でも受け付けています。
○FAXの場合：FAX番号 095－862－6246
○郵送の場合：〒852－8021 長崎市城山町29－26 長建国保宛

※お申込後、健診実施機関より健診日時及び注意事項など、詳細な受診案内書が送付されます
ので必ずご確認下さい。

■受診に必要なもの
特定健康診査受診券、保険証、健診機関から送付される受診票、実費
（選択検査項目申込者のみ）、検査用容器など

■巡回健診の検査項目
《基本検査項目》（受診者全員：自己負担なし）
身体測定（身長・体重・BMI・腹囲）、血圧測定、医師問診、尿検査
（尿糖・尿蛋白）、血液検査（脂質検査・肝機能検査・血糖検査）、
胸部レントゲン検査、腎機能検査、心電図検査、貧血検査、痛風検
査、視力・聴力

《選択検査項目》（希望者のみ：一部自己負担）
○肝炎検査（Ｂ型・Ｃ型2，300円） ○前立腺がん検査（1，000円）
○胃がん検査（1，500円） ○子宮頸がん検査（自己採取法 1，500円）
○喀痰細胞診（肺がん三日間蓄痰 無料）
○大腸がん検査（無料）
※選択検査項目を受診される方は、上記受診料金を健診日当日に係員に現金にてお支払い
下さい。

◆◆
保
険
証
更
新
に
お
け
る
大�

切�

な�

お
知
ら
せ
！
◆◆

長
建
国
保
に
加
入
す
る
家
族

被
保
険
者
（
以
下
「
家
族
」。）

の
方
の
加
入
要
件
は
、
組
合
員

の
収
入
に
よ
り
そ
の
世
帯
に
属

す
る
ご
家
族
の
生
計
が
維
持
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
基
本
と
し
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
資

格
取
得
時
や
年
に
一
度
の
保
険

証
の
更
新
（
切
り
替
え
）
の
際
、

ご
家
族
に
係
る
収
入
の
有
無
等

に
つ
き
ま
し
て
証
明
書
類
に
よ

り
資
格
の
確
認
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

昨
今
、
毎
年
三
月
の
保
険
証

の
更
新
の
際
、
現
況
無
収
入
と

し
て
ご
申
告
い
た
だ
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
一
定
以
上
の
収
入

が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
ケ
ー

ス
や
、
証
明
書
類
の
提
出
を
お

約
束
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
履

行
い
た
だ
け
な
い
ケ
ー
ス
が
見

受
け
ら
れ
る
な
ど
、
資
格
の
認

定
に
支
障
等
が
生
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
等
も
踏
ま

え
、
適
正
な
資
格
認
定
を
実
施

す
る
に
あ
た
り
、
保
険
証
の
更

新
の
際
に
は
、
ご
家
族
（
高
校

生
以
下
は
除
く
。）
に
係
る
所

定
の
証
明
書
類
を
必
ず
提
出
い

た
だ
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

尚
、
今
後
の
保
険
証
の
更
新

で
は
、
証
明
書
類
に
よ
り
資
格

確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
場

合
に
限
り
保
険
証
を
お
渡
し
す

る
こ
と
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

組
合
員
世
帯
の
皆
様
に
は
被

保
険
者
の
資
格
の
確
認
に
際
し

ご
理
解
並
び
に
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

◆
保
険
証
の
更
新
の
際
に
は
家

族
被
保
険
者
（
高
校
生
以
下
）

に
係
る
次
の
い
ず
れ
か
の
書
類

を
お
持
ち
下
さ
い
。

○
当
該
家
族
被
保
険
者
の
確
定

申
告
書
の
写
し

○
当
該
被
保
険
者
の
給
与
所
得

源
泉
徴
収
票
の
写
し
（
給
与
所

得
及
び
年
金
受
給
者
の
方
は
、

給
与
所
得
源
泉
徴
収
票
及
び
公

的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
の
写

し
）

○
勤
務
先
の
賃
金
支
払
（
見

込
）
証
明
書

○
組
合
員
の
所
得
控
除
（「
配

偶
者
控
除
」「
扶
養
控
除
」）
を

受
け
て
い
る
場
合
は
、
当
該
組

合
員
の
確
定
申
告
書
の
写
し
。

○
民
生
委
員
に
よ
る
確
認
書

（
組
合
員
の
申
立
事
項
に
対
す

る
事
実
確
認
）

○
在
学
証
明
書
、
又
は
学
生
証

の
写
し
（
来
春
大
学
等
に
入
学

さ
れ
る
場
合
は
入
学
後
に
在
学

証
明
書
を
提
出
し
て
下
さ
い
）

○
施
設
等
の
在
園
証
明
書

※
証
明
書
記
載
内
容
等
に
よ
っ

て
は
加
入
要
件
に
該
当
し
な
い

た
め
資
格
の
認
定
が
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
別
途

ご
案
内
予
定
の
案
内
書
に
て
お

知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

◆◆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
費
用
を
助
成
◆◆

長
建
国
保
で
は
加
入
し
て
い

る
被
保
険
者（
組
合
員
、家
族
）

全
員
を
対
象
に
、
季
節
性
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

係
る
費
用
の
補
助
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

補
助
の
申
請
に
つ
い
て

《
補
助
の
対
象
者
》

長
建
国
保
加
入
の
被
保
険
者

組
合
員
及
び
家
族

《
補
助
の
対
象
》

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及

び
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
（
以
下
予
防
接
種

と
い
う
）
に
係
る
自
己
負
担
の

費
用
が
一
回
に
つ
き
、
一
、五

〇
〇
円
を
超
え
た
場
合
、
一
、

五
〇
〇
円
を
超
え
た
額
を
補
助

い
た
し
ま
す
。

《
補
助
の
申
請
》

当
該
組
合
員
が
所
属
す
る
長

崎
県
建
設
産
業
労
働
組
合
の
支

部
窓
口
で
被
保
険
者
証
を
提
示

し
、
申
請
書
（
様
式
第
一
号
）

に
予
防
接
種
の
領
収
書
等
を
添

え
申
請
し
て
下
さ
い
。

《
補
助
申
請
の
期
間
》

補
助
の
申
請
は
予
防
接
種
を

受
け
た
日
の
属
す
る
月
の
末
日

か
ら
起
算
し
て
六
ヶ
月
以
内
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
接
種

後
早
め
に
申
請
し
て
下
さ
い
。

（
例
）一
月
十
日
に
予
防
接
種
を

し
た
場
合
は
、
七
月
三
十
日
迄

に
申
請
が
必
要
で
す
。

《
申
請
に
必
要
な
も
の
》

①
被
保
険
者
証

②
予
防
接
種
の
費
用
と
分
か
る

領
収
書
及
び
明
細
書
等

③
印
鑑

《
補
助
の
交
付
》

補
助
金
の
交
付
は
、
申
請
に

問
題
が
な
け
れ
ば
受
付
時
に
支

部
窓
口
で
交
付
い
た
し
ま
す
。

（
申
請
時
に
交
付
）

《
補
助
対
象
期
間
》

今
年
度
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
予
防
接
種
の
助
成
対
象
期
間

は
、
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十

一
日
迄
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

（
※
こ
の
期
間
の
う
ち
、
実
際

に
ワ
ク
チ
ン
を
う
て
る
日
は
市

町
村
や
医
療
機
関
毎
に
異
な
る

事
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
住
ま

い
の
市
町
村
窓
口
や
接
種
を
予

定
さ
れ
て
い
る
医
療
機
関
に
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。）

長建国保に1年以上加入している40～75歳未満の
方で、特定健診受診券の交付を受けている方
組合指定の医療機関
（「特定健診実施機関一覧表」に記載されている医
療機関）
※一覧表に記載されていない健診機関では受診することができま
せん。

ご希望の医療機関へ直接申込・ご予約をお願いしま
す。

○受診券 ○質問票 ○保険証

・身体計測 ・血圧 ・血中脂質検査
・肝機能検査 ・血糖検査 ・尿検査 ・問診
※一部の医療機関では「組合特別健診」として胸部Ｘ線検査も行
います。
※上記以外で医師の判断により下記詳細な検査が行われる場合が
あります。
・貧血検査 ・心電図検査 ・眼底検査
受診券にて受診した場合に限り自己負担はありませ
ん。
受診券に記載されている有効期限までに受診して下
さい。

受診しやすい医療機関を選択し、ご都合の良い日時
を直接予約すると受診できます。お仕事などで決めら
れた日時に受診できなかったときも再度予約すれば受
診できますので大丈夫。くれぐれも先延ばしにしない
ようお早めに受診いただくことをおすすめします。

対 象 者

受診できる
医 療 機 関

申 込 方 法

健診に必要
なもの

検 査 項 目

自 己 負 担

受診できる
期 間

～メタボ予防に着目した健康診断～診健定特

特定健診はお済みですか
自覚症状がなく気づかないうちに進行する
生活習慣病の早期発見と予防に

特特定定健健診診をを
受受けけままししょょうう！！

特定健診対象者の皆様には受診に必要な案
内書（受診券、特定健診実施機関一覧表、質
問票）をお送りしていますので再度ご確認下
さい。
尚、紛失された場合は再発行させていただきますので組合までご
連絡下さい。

国国
保保
だだ
よよ
りり

予
防
の
為
、
ま
た

か
か
っ
て
し
ま
っ
た

場
合
の
重
症
化
を
防

ぐ
為
に
も
早
め
に
受

け
ま
し
ょ
う
！

（1974年5月30日 第3種郵便物認可） 第640号 2�建 設 長 崎毎月1回15日発行 2018年（平成30年）10月15日発行
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大
浦
支
部

浦
上
東
支
部

第
三
十
四
回
全
国
青
年
技
能
競
技
大
会

茨
城

〜
練
習
を
重
ね
、
全
力
を
出
し
き
っ
た
〜

茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
で
開

催
さ
れ
た
第
三
十
四
回
青
年
技

能
競
技
大
会
に
運
営
委
員
と
し

て
、
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
建

設
長
崎
の
代
表
選
手
と
し
て
瀬

尾
君
（
佐
世
保
中
央
支
部
）、

山
下
君
（
北
松
支
部
）
の
二
名

が
課
題
の
四
方
転
び
踏
み
台
の

作
成
に
取
組
み
ま
し
た
。
二
人

と
も
例
年
よ
り
更
に
練
習
を
重

ね
た
よ
う
で
、
山
下
君
は
全
六

十
三
選
手
中
一
番
に
図
面
を
書

き
上
げ
、
瀬
尾
君
は
最
後
の
審

査
の
結
果
あ
と
一
歩
の
と
こ
ろ

で
奨
励
賞
を
逃
し
て
し
ま
っ
た

よ
う
で
す
。

建
設
長
崎
で
は
、
年
々
参
加

選
手
を
集
め
る
の
が
困
難
に

な
っ
て
お
り
今
年
の
予
選
会
出

場
希
望
者
が
三
名
だ
っ
た
た
め
、

五
名
以
上
で
行
う
予
選
会
が
開

催
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回

全
国
大
会
に
出
場
し
た
二
人
は
、

来
年
に
向
け
て
早
速
練
習
を
始

め
る
意
気
込
み
を
み
せ
て
く
れ

て
い
ま
す
。
若
年
層
の
大
工
職

人
に
と
っ
て
、
自
身
の
技
術
向

上
の
た
め
に
、
規
矩
術
の
理
解

を
深
め
る
た
め
に
う
っ
て
つ
け

の
技
能
競
技
大
会
は
是
非
参
加

し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

来
年
度
の
建
設
長
崎
青
年
技
能

競
技
大
会
が
盛
大
に
開

催
で
き
る
よ
う
、
皆
様

の
御
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

全
建
総
連

青
年
部
協
議
会

副
議
長

村
上
昌
也

〜
包
丁
四
百
本
を
研
ぎ
上
げ
る
〜

九
月
十
六
日
㈰
大
浦
支
部
で

は
三
年
ぶ
り
と
な
る
居
留
地
ま

つ
り
で
の
住
宅
デ
ー
を
開
催
。

こ
の
二
年
悪
天
候
に
泣
か
さ
れ

中
止
と
な
り
ま
し
た
が
今
年
は

無
事
に
晴
天
に
恵
ま
れ
て
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

二
年
連
続
で
中
止
と
な
っ
て

い
た
こ
と
か
ら
、
今
年
は
来
場

者
が
多
い
だ
ろ
う
な
ぁ
、
と
支

部
の
皆
さ
ん
誰
も
が
予
想
は
し

て
い
ま
し
た
が
、
い
ざ
住
宅

デ
ー
当
日
に
な
っ
て
み
る
と
、

予
想
に
違
わ
ず
準
備
を
始
め
る

前
か
ら
お
客
さ
ん
ら
し
き
人
が

チ
ラ
ホ
ラ
と
。
本
来
十
時
が
受

付
開
始
で
す
が
、
既
に
多
く
の

方
が
今
か
今
か
と
待
ち
受
け
て

お
り
、
準
備
が
済
む
と
す
ぐ
さ

ま
時
間
を
三
十
分
前
倒
し
し
て

受
付
を
開
始
。
す
る
と
あ
っ
と

い
う
間
に
長
蛇
の
列
が
！

い
つ
も
の
よ
う
に
見
事
な
手

際
の
よ
さ
で
主
婦
会
の
皆
さ
ん

が
受
付
を
お
こ
な
い
、
組
合
員

さ
ん
が
包
丁
を
研
ぎ
上
げ
て
い

き
ま
す
が
、
一
向
に
受
付
の
人

波
が
絶
え
ず
、
受
付
も
研
ぎ
手

も
皆
さ
ん
フ
ル
稼
働
で
す
。

も
ち
ろ
ん
包
丁
の
数
が
多
く

て
も
手
を
抜
く
こ
と
は
無
く
、

一
本
一
本
丁
寧
に
研
ぎ
上
げ
て

い
き
ま
す
。

研
ぎ
上
が
っ
た
包
丁
は
き
れ

い
に
包
み
、
間
違
い
が
な
い
よ

う
に
お
客
さ
ん
へ
お
返
し
し
て

い
き
ま
す
。

所
狭
し
と
包
丁
が
並
び
、
受

付
終
了
時
間
ま
で
大
変
大
忙
し

で
し
た
が
、
地
域
の
皆
様
が
三

年
ぶ
り
の
住
宅
デ
ー
を
と
て
も

楽
し
み
に
し
て
く
れ
て
お
り
、

組
合
の
ア
ピ
ー
ル
も
十
分
に
で

き
充
実
し
た
住
宅
デ
ー
と
な
り

ま
し
た
。

受
付
件
数

二
二
四
件

包
丁
研
ぎ

四
〇
五
本

〜
四
年
ぶ
り
の
会
場
で
地
元
に
貢
献
〜

浦
上
東
支
部
で
は
、
九
月
二

十
三
日
㈰
山
里
地
区
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
で
住
宅
デ
ー
を
開
催

し
ま
し
た
。

今
回
、
四
年
ぶ
り
と
な
っ
た

会
場
に
は
、
事
前
に
チ
ラ
シ
を

配
布
し
た
こ
と
も
相
ま
っ
て
、

予
定
開
始
時
間
前
か
ら
お
客
さ

ん
の
列
が
で
き
包
丁
と
ま
な
板

が
次
か
ら
次
へ
と
持
ち
込
ま
れ

て
い
ま
し
た
。
組
合
員
さ
ん
ら

は
、
会
場
準
備
を
終
え
る
と
早

速
、
作
業
に
取
り
掛
か
り
ま
し

た
。
昼
ま
で
の
終
了
予
定
に
間

に
合
う
か
心
配
な
ほ
ど
、
た
く

さ
ん
の
包
丁
・
ま
な
板
が
順
番

待
ち
し
て
い
ま
し
た
が
手
際
よ

く
行
っ
て
頂
き
、
無
事
昼
前
に

は
受
付
分
す
べ
て
終
了
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

結
果
と
し
て
は
、
例
年
よ
り

多
い
、
包
丁
が
一
七
一
本
、
ま

な
板
が
二
十
五
枚
。
住
宅
相
談

が
一
件
あ
り
ま
し
た
。

包
丁
研
ぎ
・
ま
な
板
削
り
両

作
業
と
も
、
例
年
よ
り
若
干
参

加
者
が
少
な
か
っ
た
中
、
協
力

頂
い
た
皆
さ
ん
に
は
休
み
な
く

の
作
業
で
大
変
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
最
後
ま
で
ご
協
力
頂

き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
主
婦
会
の
皆
様
に
も
、

来
訪
者
が
多
い
中
、
テ
キ
パ
キ

と
受
付
等
で
対
応
し
て
頂
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

《
参
加
者
》（
敬
称
略
・
順
不
同
）

北
村

五
男

平
山

正
則

鳥
田

時
治

宮
副

辰
則

工
藤

是
正

田
上

義
高

大
坊

隆
良

横
田

博
明

松
本

末
好

小
野

義
龍

安
達

三
次

山
下

忠
春

竹
市

幸
信

方
山

栄
治

寺
田

郁
実

川
辺

勝
也

小
淵

禮
子

鳥
田

愛
子

山
下
キ
ミ
エ

松
本
の
ぶ
よ

北
村
す
み
子

舩
津
委
員
長

《
参
加
者
》（
敬
称
略
・
順
不
同
）

田
崎

順
一

森

政
一

田
中

秀
則

松
田

隆
人

増
田

啓
治

藤
田

登

川
口

弘

坂
田

秀
司

柳
迫

敏
夫

野
田

耕
次

下
峰

英
己

佐
藤

正
知

濱
﨑

豊
巳

村
瀬

春
樹

田
村

俊
明

佐
藤

光
子

森

節
子

渡
邉

久
子

杉
山

廣
子

川
口

末
子

長崎県建設事業国民健康保険組合 指定温泉一覧表 2018年4月1日

設 備

和風天然温泉、岩盤浴、バリ風天然温泉

大浴場、ジャグジー、打たせ湯、サウ
ナ、寝湯、休憩室

大浴場、露天風呂、サウナ、岩盤浴

癒湯（露天風呂）、内湯、釜風呂、壷風
呂、檜風呂、露天足湯、樽風呂、炭の
うたせ湯、寝湯

大浴場、露天風呂

大浴場、ジェットバス、打たせ湯、ジャ
グジーシャワー、ミストサウナ

寝湯、ジェットバス、サウナ、水風呂、
露天風呂、タル湯

露天風呂、薬湯風呂、サウナ

サウナ、冷水風呂、壷湯、ジェットバ
ス、寝湯、塩サウナ、家族風呂、シェ
イプアップバス

内風呂、露天風呂、食事処、仮眠室、
マッサージ室

露天風呂、大浴場、休憩場、レストラ
ン、宴会場

大浴場、露天風呂、ジェット泡風呂、
休憩場、レストラン

うずしお温泉美人の湯、露天風呂、貸
切家族風呂

大浴場、打たせ湯、寝湯、露天風呂、
サウナ、休憩室、食事処

大浴場、露天風呂、サウナ、休憩室、
食事処

展望露天風呂、電気風呂、ジャグジー
エステ風呂、座り湯、サウナ、岩盤浴
（別料金）、家族風呂（別料金）

◎「平戸千里ヶ浜温泉ホテル蘭風」はメンバーズカード・温泉券が利用できなくなっております。
（※1）毎月26日「風呂の日」は規定料金が半額となり、補助券の使用は出来ません。
（※）料金など変更になっている場合もありますので、詳細については各温泉施設までお問い合わせ下さい。

所在地
電話番号

長崎市曙町39‐38
095‐862‐5555

長崎市野母町692‐1
095‐893‐1133

長崎市岩見町451‐23
095‐833‐1126

長崎市伊王島町1丁目3277‐7
095‐898‐2202

西彼杵郡長与町
岡郷2762‐1
095‐887‐4126

西彼杵郡長与町
高田郷284

095‐856‐2631

西彼杵郡長与町高田郷2289‐2
095‐856‐2617

諫早市本野7‐1
0957‐25‐8822

大村市森園町663‐3
0957‐50‐1126

大村市田下町17‐3
0957‐47‐8245

雲仙市小浜町雲仙500‐1
0957‐73‐3273

雲仙市小浜町南本町10
0957‐74‐3141

佐世保市崎岡町853‐12
0956‐39‐4800

佐世保市南風崎町449
0956‐59‐3939

東彼杵郡波佐見町
長野郷558‐3
0956‐76‐9008

平戸市田平町野田免210‐6
0950‐57‐1110

利用者負担
（自己負担）

510円
350円
110円
200円
530円
400円
350円
360円

1，250円
780円
0円
300円
320円
160円
300円
350円
400円
350円
250円
300円
200円
300円
300円
200円
360円
330円

120円

240円

24円

270円

108円

500円
400円
250円
260円
400円
300円
300円
200円
400円
400円

補助券の額
（温泉券利用）

▲300
－

▲300
－

▲300
－

▲300
－

▲300
－
－

▲300
－
－

▲300
－

▲300
－

▲300
－
－

▲300
－
－

▲300
－

▲300

▲300

▲300

－

－

▲300
－
－

▲300
－

▲300
－
－

▲300
－

割引後の料金
（メンバーズカード）

810円
350円
－
－
－
－

650円
－
－
－
－
－
－
－

600円
－
－
－

550円
－
－

600円
－
－
－
－

－

－

－

－

－

－
－
－

560円
－
－
－
－

700円
－

規定
料金
840円
400円
410円
200円
830円
400円
750円
360円
1，550円
780円
0円
600円
320円
160円
750円
350円
700円
350円
650円
300円
200円
700円
300円
200円
660円
330円

420円

540円

324円

270円

108円

800円
400円
250円
700円
400円
600円
300円
200円
900円
400円

利用区分

大人（中学生以上）
小人（3歳以上）
大人（中学生以上）
小人（4歳以上）
大人（中学生以上）
小人（3歳以上）
大人（中学生以上）
小人（小学生）
大人（中学生以上）
小人（5歳以上）
幼児（5歳未満）
大人（中学生以上）
小人（小学生）
幼児（6歳以下）
大人（中学生以上）
小人（3歳以上）
大人（中学生以上）
小人（4歳以上）
大人（中学生以上）
小人（小学生）
幼児（3歳以上）
大人（中学生以上）
小人（小学生）
幼児（4歳以上）
大人（中学生以上）
小人（4歳以上）
［外湯］大人
（中学生以上）
大人（高校生以上）
［7：30～16：30］
大人（高校生以上）
［16：30～22：00］
小人（2歳以上）
［7：30～16：30］
小人（2歳以上）
［16：30～22：00］
大人（中学生以上）
小人（小学生）
幼児（3歳以上）
大人（中学生以上）
小人（小学生）
大人（中学生以上）
小人（小学生）
幼児（3歳以上）
大人（中学生以上）
小人（小学生）

指定温泉名称

稲佐山温泉
アマンディ

野母崎炭酸温泉
Alega 軍艦島

ふくの湯

i+Land nagasaki
（アイランドナガサキ）

長崎温泉
喜道庵

道の尾温泉

ゆりの温泉

天然いさはや温泉
和スパ

サンスパ
おおむら
ゆの華

龍神温泉
かやぜの湯

青雲荘

望洋荘

ザ・パラダイス
ガーデン サセボ
（※1）

ホテルローレライ
ばってんの湯
（※1）

はさみ温泉
湯治楼

平戸たびら温泉
サムソンホテル

長
崎
・
西
彼

地

区

県

央

地

区

県

北

地

区

■指定温泉施設の入浴料割引及び補助制度
長建国保では、組合員及び家族の健康の保持増進を図るため「指定温泉利用料金の
割引及び補助制度」を実施しています。ぜひご利用ください。
■利用料金の割引
指定温泉と契約し、規定料金より安い料金で利用できます。
■利用料金の補助（小人料金には、割引はありません。）
補助券により、割引料金より更に安い料金で利用できます。
規定料金－メンバーズカード割引＝割引後の料金
割引後の料金－補助券（300円）＝利用者負担金
・長建国保加入組合員（年間20枚）
組合のみ加入（年間6枚）

※詳細については各支部事務所へお問い合せ下さい。

佐
世
保
中
央
支
部

瀬
尾

友
謙
選
手

北
松
支
部

山
下

政
樹
選
手

メンバーズカー
ド

補助券

毎月1回15日発行 2018年（平成30年）10月15日発行建 設 長 崎第640号 （1974年5月30日 第3種郵便物認可）3�
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大
村
支
部

島
原
支
部

足場の組立て等作業主任者講習開催のご案内
会 場

建設長崎諫早支部
諫早市八天町21‐11
Tel 0957‐24‐3800

日 程
平成30年11月17日㈯～11月18日㈰
午前8時50分～午後5時00分

（受付開始 午前8時30分より）

地 区

県央地区

〜
福
岡
・
原
鶴
方
面
へ
の
旅

五
十
六
名
が
参
加
〜

二
年
に
一
度
の
支
部
旅
行

大
村
支
部

は
九
月
二
十

三
日
〜
二
十

四
日
に
、
五

十
六
名
の
参

加
で
二
年
に

一
度
の
支
部

旅
行
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

曇
り
空
の
中
、

バ
ス
二
台
で

出
発
で
す
。

ま
ず
、
最

初
に
向
か
っ

た
先
が
現
在
、

佐
賀
で
開
催

さ
れ
て
い
る

幕
末
維
新
博
覧
会
で
す
。
平
成

三
十
年
は
明
治
維
新
か
ら
一
五

〇
年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
当

時
活
躍
さ
れ
て
い
た
佐
賀
の
七

賢
人
の
功
績
を
大
型
ス
ク
リ
ー

ン
で
観
賞
し
、
佐
賀
の
歴
史
を

学
び
ま
し
た
。

日
田
の
元
気
村
で
昼
食
を
済

ま
せ
た
後
、
日
田
家
具
の
視
察
。

そ
の
後
、
カ
メ
ミ
ツ
工
場
へ
。

こ
こ
で
は
社
長
直
々
に
、
巧
み

な
話
術
で
各
種
商
品
の
説
明
を

し
て
頂
き
ま
し
た
。
組
合
員
の

皆
様
は
日
頃
か
ら
健
康
・
美
容

に
は
気
を
付
け
て
い
る
の
で

し
ょ
う
、
手
に
は
購
入
し
た
商

品
の
袋
を
持
っ
て
販
売
所
を
出

て
く
る
姿
を
カ
メ
ラ
に
収
め
て

き
ま
し
た
。

今
回
は
、
近
場
と
あ
っ
て

ゆ
っ
た
り
と
し
た
旅
行
で
す
。

早
め
に
宿
泊
先
の
原
鶴
温
泉
に

到
着
。
温
泉
に
浸
か
り
疲
れ
を

癒
し
た
後
、
宴
会
が
ス
タ
ー
ト
。

地
元
の
お
土
産
の
品
が
当
た
る

抽
選
会
や
、
自
慢
の
喉
を
披
露

す
る
カ
ラ
オ
ケ
大
会
は
大
盛
り

上
が
り
。
み
ん
な
で
輪
に
な
り

大
村
音
頭
を
踊
り
、
盛
会
に
終

了
と
な
り
ま
し
た
。

二
日
目
、
最
初
は
朝
倉
市
へ
。

の
ど
か
な
田
園
風
景
と
先
人
た

ち
が
作
り
上
げ
た
三
連
水
車
の

姿
を
見
て
心
が
満
た
さ
れ
ま
し

た
。藤

井
養
蜂
場
の
販
売
所
に
寄

り
、
昨
日
の
カ
メ
ミ
ツ
製
品
の

効
果
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
？
朝
か
ら
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム

を
。
そ
れ
も
満
足
そ
う
で
す
。

胡
麻
焼
酎
・
紅
乙
女
酒
造
の
見

学
と
試
飲
を
し
、
柳
川
へ
。
昼

食
は
定
番
ウ
ナ
ギ
の
セ
イ
ロ
蒸

し
を
堪
能
。
そ
の
後
、
三
隻
に

分
か
れ
て
川
下
り
で
す
。
絶
対
、

三
隻
目
は
沈
み
か
け
て
い
ま
し

た
。
顔
ぶ
れ
は
・
・
・
納
得
で

す
（
笑
）。

ち
ょ
っ
と
心
配
だ
っ
た
川
下

り
も
転
覆
す
る
船
も
な
く
無
事

に
終
え
て
、
休
憩
先
の
サ
ー
ビ

ス
エ
リ
ア
で
お
土
産
を
買
い
こ

み
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

〜
四
年
ぶ
り
の
旅
行
会
、
皆
さ
ん
大
満
足
〜

九
月
二
十
三
日
㈰
〜
二
十
四

日
㈪
、
四
年
ぶ
り
に
吾
妻
分
会

研
修
旅
行
を
開
催
し
ま
し
た
。

吾
妻
町
を
出
発
し
、
ま
ず
向

か
っ
た
の
は
福
岡
県
小
郡
市
の

如
意
輪
寺
。通
称「
か
え
る
寺
」

で
知
ら
れ
、
境
内
に
は
か
え
る

の
置
物
が
所
狭
し
と
並
ん
で
お

り
、
そ
の
数
な
ん
と
五
千
匹
以

上
。
住
職
さ
ん
が
集
め
始
め
た

こ
と
で
有
名
に
な
り
、
各
地
か

ら
寄
贈
さ
れ
る
う
ち
に
次
々
と

増
え
て
い
っ
た
そ
う
で
す
。
そ

ん
な
一
風
変
わ
っ
た
住
職
さ
ん

の
軽
快
な
法
話
を
拝
聴
し
、
皆

さ
ん
気
持
ち
新
た
に
生
ま
れ
か

え
る
ご
様
子
で
し
た
。

沢
山
の
か
え
る
達
に
見
送
ら

れ
、
バ
ス
は
大
分
県
杵
築
市
の

城
下
町
へ
向
か
い
ま
す
。
こ
こ

で
は「
大
原
邸
」と「
磯
矢
邸
」

の
二
ヵ
所
の
武
家
屋
敷
を
散
策
。

お
よ
そ
二
百
年
前
に
建
て
ら
れ

た
風
格
の
あ
る
お
屋
敷
と
、
趣

の
あ
る
立
派
な
庭
園
を
見
学
し
、

風
情
あ
る
城
下
町
を
満
喫
し
ま

し
た
。

一
日
目
の
観
光
を
終
え
、
宿

泊
地
で
あ
る
別
府
市
へ
。
皆
さ

ん
お
疲
れ
の
ご
様
子
で
し
た
が
、

宿
に
到
着
し
お
風
呂
で
汗
と
疲

れ
を
洗
い
流
す
と
宴
会
の
始
ま

り
で
す
。
飲
ん
で
歌
っ
て
の
大

盛
況
で
皆
さ
ん
一
様
に
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

二
日
目
は
予
定
よ
り
少
し
早

め
に
ス
タ
ー
ト
。
豊
後
高
田
市

の
「
昭
和
の
町
」
を
訪
れ
記
念

撮
影
。
懐
か
し
い
風
景
を
楽
し

み
な
が
ら
少
年
時
代
を
振
り

返
っ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
向
か
っ
た
の
は
「
い

い
ち
こ
日
田
蒸
留
所
」。
大
分

が
誇
る
麦
焼
酎
の
工
場
見
学
や

試
飲
を
楽
し
み
、
沢
山
の
お
土

産
を
買
い
込
ん
で
い
ま
し
た
。

長
崎
へ
向
か
う
バ
ス
の
中
で

も
、
ビ
ン
ゴ
大
会
や
カ
ラ
オ
ケ

な
ど
、
最
後
ま
で
大
盛
り
上
が

り
の
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

（
牛
島
）

〜
今
年
も
美
味
し
い
饅
頭
が
出
来
ま
し
た
〜

今
年
は
異
常
に
暑
い
夏
で
し

た
が
、
そ
の
厳
し
い
残
暑
が
残

る
九
月
五
日
、
中
央
支
部
主
婦

会
は
六
名
の
参
加
で
恒
例
の
饅

頭
作
り
を
行

い
ま
し
た
。

九
時
に
支
部

事
務
所
に
集

合
す
る
と
、

早
々
に
材
料

を
確
認
し
作

業
に
取
り
掛

か
り
ま
す
。

今
年
は
段

取
り
が
よ
く

ス
ム
ー
ズ
に

一
回
目
の
饅

頭
が
出
来
上

が
り
ま
し
た
。

い
つ
も
の
事

な
が
ら
ふ
か
ふ
か
の
饅
頭
が
出

来
上
が
り
、
皆
さ
ん
作
業
の
手

を
休
め
て
出
来
立
て
の
饅
頭
を

頂
く
と
「
美
味
し
い
、
美
味
し

い
」
の
連
発
で
と
て
も
満
足
そ

う
で
し
た
。
饅
頭
作
り
に
集
中

す
る
あ
ま
り
、
と
っ
く
に
お
昼

を
過
ぎ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で

お
昼
を
す
る
こ
と
に
。
皆
さ
ん

持
ち
寄
り
の
弁
当
を
ひ
ろ
げ
お

い
し
く
い
た
だ
き
な
が
ら
世
間

話
に
花
を
咲
か
せ
、
一
層
の
親

交
を
深
め
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
後
片
付
け
を
し
、

再
度
美
味
し
い
ま
ん
じ
ゅ
う
を

い
た
だ
き
、
解
散
と
な
り
ま
し

た
。

（
馬
場
ヒ
ロ
子
）

平成30年度国土交通省補助事業「住宅建築技術高度化・展開推進事業」

長崎県住宅省エネルギー技術施工技術講習
2020年度までに「新築住宅の省エネ基準適合率100％」（20万人養成）が国の目標！
住宅の省エネルギー化の必要性が高まっています
●近年、地球温暖化による環境の変化により集中豪雨や高温化現象がみられ、この対策として自
然エネルギーの活用が緊急課題となっています。
低炭素社会に向けて 新築・リフォームに施主の省エネ性能の関心が高まる！お客様へのアピールポイント
●施主から「省エネ住宅の基準等」についての問い合わせや「フラット35」S基準（省エネ）、
長期優良住宅、低炭素住宅、BELS 等の申請を依頼される場面が増えています。
また、金利低減・ローン減税・所得税減税等は施主の大きな関心事です。講習で得られる知識
はこれらの申請に必須です。

開催日及び会場

受講資格
①足場の組立て、解体又は変更に関する作業に3年以上従事した経験を有する者
②学校教育法による大学、高等専門学校又は高等学校において土木、建築又は造
船に関する学科を専攻して卒業した者で、その後2年以上足場の組立て、解体
又は変更に関する作業に従事した経験を有する者
③その他厚生労働大臣が定める者
講習料 8，000円（テキスト代込み）

※建設長崎組合員には2，000円の助成があります。
受付方法
支部において随時受付。平成30年11月5日㈪締め切り
※定員になり次第、締めきります。早めの申し込みをお願いします。
写真2枚 サイズ2．5cm×3．0cm
学院発行の主任者手帳を所持している場合は提出をお願いします。

問い合わせ先 長崎県建設技術専門学院本部 （Tel 095‐861‐9261）

※代金は当日会場で徴収します
※カード型の修了証をご希望の方
は、講習会当日に受付にて修了
証に掲載する顔写真を撮影いた
します
※CPD（建築士会、建築施工管
理技士会、建築積算協会）を登
録している方は、登録カードを
ご持参ください

お申込方法 住宅省エネルギー技術講習会ホームページ〈http://www.shoene.org/〉
又は FAXにてお申し込みください ※お申込み締め切りは、開催日の3日前となります

主催／長崎県ゆとりある住まいづくり推進協議会 事務局〈（一財）長崎県住宅・建築総合センター〉
お問合せ先 TEL．095‐825‐6944 FAX．095‐825‐6947

中
央
支
部

募集人員
30人
30人

駐車場
○
○

住所
長崎市城山町17－58
長崎市城山町17－58

会場
建設長崎本部会館
建設長崎本部会館

開催日時
平成30年11月25日㈰
平成31年1月20日㈰

◆カリキュラム◆ 半日講習会
受付

開会、趣旨説明、スケジュール説明

『施工技術者講習テキスト（基本編）』
第1章 これからの住まい～
第9章 関連基準と制度

DVD放映：断熱施工（要約編）

『施工技術者講習テキスト（施工編）』
適切な断熱施工の必要性
外皮性能確保のための配慮事項適切な
断熱施工方法
各部位毎の断熱施工方法 など

配線配管まわりの断熱注意点等

修了考査

考査問題解説、アンケート記入／閉会

8：00～8：20

8：20～8：30

8：30～9：30

9：45～10：10

10：20～11：40

11：40～12：00

12：10～12：40

12：40～12：50

受講費用等
修了証発行手数料

1，000円
2，000円

3，000円

賞状型
カード型
賞状・カード
両方

受講料

1，000円

―肥前さが 幕末維新博覧会―

―豊後高田市「昭和の町」―

（1974年5月30日 第3種郵便物認可） 第640号 4�建 設 長 崎毎月1回15日発行 2018年（平成30年）10月15日発行
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